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第 1 3 回 歯 科 衛 生 研 究 会 プ ロ グ ラ ム

平成 12年 8月 3日 (木)17時 30分～ 19時 00分
日本歯科大学新潟歯学部 アイヴィホール
<講演時間 10分、質疑応答時間2分 >

[開会の辞]

<17:30～ 17:42>
1。 歯科診療時における微生物汚染に関する研究

―歯の切削時の飛沫発生について一

座長 小山 由美子 先生

新潟短期大学 ○片野 志保、
新潟歯学部 。保存 1  江面  晃

<17:42～ 17:54曇
P_Bの目ヨ気泳動による検出2.唾液・高プロリンタンパク舞
 新潟短期大学 ○渡辺 祥代、

<17:54～ 18:06>
3.ヒ ト大田歯の癒合歯根の形態と組織構造について

夏野 徹也

伊勢村 知子

新潟短期大学 ○高橋
新潟歯学部・口外‖  森
新潟歯学部・口解 l  小林

又賀  泉

6～ 18:18>
座長 片野 志保 先生

卜治療における歯科衛生士の役割
新潟歯学部附属病院・歯科衛生科 ○高山 夕見子、八子 祥子

土田 江見子、菅家 真澄
松岡 恵理子、池田 裕子

<18:18～ 18:30>
51長期メインテナンス患者から学んだこと

新潟歯学部附属病院・歯科衛生科 ○日杵 野衣、山崎 明子
坂井 由紀

新潟歯学部・歯周  佐藤 修一、長谷川 明

[特別講,讐f:30～
19:Oo>

介護保険制度における歯科衛生士の役割
新潟短期大学

[閉会の辞]

座長 石川 富士郎 先生
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歯科診療時における微生物汚染に関する研究
―歯の切削時の飛沫発生について一

〇片野志保、夏野徹也 (新潟短大)、 江面 晃
(新潟・ 保存 |)

<目的>
歯の切肖熙こよって生じる水の飛沫には感染歯質や微生物

などの汚染物質が多く含まれている。そのため、術者や介

助者、患者もこの汚染を受けている。しかし、汚染の範囲

や程度については明確でなし、 したがって、適切な防護手

段は不十分である。そこでわれわ日ま、まず、歯の切削時

の飛沫測定を行い、その間襲珈止について検討した

<動 >

顎模型を装着した実習用マネキンを歯科用診療台に固定

し、ラバーダム防湿下にて高速■アータービンで切削を行

つたときの飛沫について、エアータービンの水量と切削歯

種を変えて、飛沫スポットJ輿 面積、分布を測定し、解析

猜 った

・エアータービン水量 :16m l′分 鶴馨看Dと 60m1/分
・歯種 :_L~F― ―A臼歯、上下顎右側中切歯

・測定部位 :マネキИ匈祇 術静刺は 介助者の腕、術者

の顔面、介助者の顔面

<繰 と株 >
高速■アータービンの水量を標準量に調整した方が、飛

沫のスポッHk面積ともに少なかつた。水量が標準量よ

り多い方では飛沫の範囲が広く、すべての測定場所で飛沫

が認められたが、標準量に調整した方では飛沫の範囲は狭

く、術者、介嘘 顔面にはほとん聯 潔 められなか

つたぉよって、水量が標洋量になるよう調整すること力湖干

要である。

また、切削部位により飛沫の方向は異なり、上顎大臼歯

ではマネキンの胸部と介助者の腕k下顎大臼歯では術者の

腕と介助者効鬼 前歯ではマネキンの胸部と介嘘 腕に

多く認められた このことより、術者、介助者の腕出患者

の期闘ミ汚染にさらされていると思われへこれに対する防

止策を検討していく必要があることが結論づけられた

唾液・高プロリン

EIT農冨

P~Bの電気泳動

○渡辺祥代、伊勢村知子 (新潟短大)

〈目的 )

唾液 は 日腔組織の保護や摂食 の補助 因子

と しての役割 を担 ってぉ り、 これ らの唾液

機 能の発現 に関 しては、唾液 タンパ ク質 が

深 く関わらてぃ ると考え られてい る。私 達

はその唾液 タンパ ク質の中で も塩基性 高プ
ロ リンタンパ ク質 P‐Bに ついて、その性質
と機能 を解 明 したい と考えてい る。その際

電気泳動が有効 な手段 になると考 え られ る

が、従来私達が行 ってきた電気泳動の条件
では P‐Bを 検 出す ることができなかった。
そ こでグルや染色の条件 を変 えて P_Bの 検

出法 を再検討 した。

〈材料 と方法〉

唾液 よ り精製 した P_Bを 20%sDSポ リ

アク リル ア ミ ドゲル によ り 20mAで 2時 間

又は未変性 ゲル (PH2.3)に よ り 20mAで
5時 間泳動 した。グルサィズは 80× 9o× l mm

である。染色 は FAST sTAINに よ り行 った。

次 に、泳動後のグルをク リアブ ロ ッ ト膜 に

転写 し、転写後の膜 を FAST sTAINで 染 色
した。

(結 果・ 考察〉

SDSゲル及びその膜転写物 については、
1.7μ gま で検 出可能であ り、今後の実験

に適用 可能である と考 える。

PH2.3の 未 変性 ゲル及びその膜転写物 に

ついては、検 出は可能であるが感度 が悪 く、

今後更 に条件 を吟味す る必要がある。
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[目 的]ヒ トの大日歯の歯根は退化過程にあり、
上顎大田歯の 3根の癒合途中の形態である台状根や
下顎大臼歯の2根の癒合途中の形態である樋状根な
ど、複雑な形態を示す歯根がみられる。一方、歯根
の歯頸部は、歯肉縁下歯石を剥離 したり、ルー トプ
レーニングを施す部位であり、その形態や歯質の特
徴は歯科衛生士にとって重要である。そこで今回は、
ヒト大国歯の癒合歯根の形態と組織構造について検
討した。

[材料と方法]材料として、抜去後、ただちに10
%中性ホルマリンで固定 したヒトの上顎および下顎
大日歯の癒合途中および完全癒合の歯根を使用 した。
歯根の表面形態を実体顕微鏡下で詳細に観察し、歯
髄腔の形態を軟X線撮影装置 (SOFRON)で 観察した。
その後、歯根の水平および頬舌側方向の連続研磨標
本を作製 し、偏光顕微鏡、位相差顕微鏡、蛍光顕微
鏡、マイク.ロ ラジオグラフィーで観察 した。同一標
本の研磨面を10%NaOCIで 1時間処理後、0。 o5N HC
Iで 1分間腐蝕 し、水洗、アルコール脱水 し、臨界
点乾燥 したのち白金蒸着を施 し、s-800型走査電顕
(日 立)で観察 した。

[結果]大部分の樋状根の下顎大日歯では、遠心
咬頭が消失 したり、遠心頬側咬頭が縮小化 しており、
頬側面の歯頸部が舌側面よりも短 く、近遠心根が頬
側に閉じた走向を示し、 2根が頬側で癒合していた。
逆に、2例の 2根が舌側で癒合 した樋状根の下顎大

尼響F讐為響響畠鑽覇娠嘉
して舌側の2咬頭が縮小

i側面よりも短 く、近遠心
根が舌側に閉 じた走向を示 した。樋状根など、歯根
の凹面を塁する部位では、象牙質が薄 く、透明度が
高 く、x線の透過度が低かった。 2本の蛍光線の間
の幅は他の部位よりもかなり狭かった。

[考察]咬合面の各咬頭の大きさの違いと歯根の
癒合状態との間には、ある程度の関連が認められた
ので、今後の詳細な研究により、顎骨に植立中の

讐績督ε撃管享馬与:L査展寄墨T倉冒2奪雪営見
る。樋状根など、歯根の凹面を呈する部位では、象
牙質形成時には象牙芽細胞層が他の部位とは逆に歯

讐禦誓†F支嘉:逮這盤県[臀露療層璽塀讐卜愕震
されるものと推察される。

ヒト大日歯の癒合歯根の形態と組織構造について
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長期メインテナンス患者から学んだこと

○日杵野衣、山崎明子、
佐藤修一、長谷川明

坂井由紀 (附院・ 歯衛)

(新潟・ 歯周)

<は じめに>

16年間の長期来院患者におけるメインテナンス

中に発生した問題から、これからの患者管理を考

える。

<症例>

患者 :26歳 女性

初診 :1983年 9月 8日

主訴 :上顎義歯の不適合

現病歴 :約 5年前に上顎前歯部の動揺を自覚し近

医を受診。保存不能と診断され、抜歯および欠損

補綴の処置を受ける。その後、義歯の不適合を自

覚し、本学受診となる。

診断 :慢性辺縁性歯周炎 (成人型)

治療経過 :

昭和58～ 59年 初期治療。

昭和 59～平成元年 フラップ手術、ヘミセクシ

ョン、最終補綴。

平成 2年～現在 3ヶ月毎のメインテナンスヘ移

行。今年でメインテナンス11年目を迎える。

現在の KRは約 10%前後に安定しているが、

上顎右側第 1小臼歯頬側近心に4mmの ポケット

を認める。平成 12年 5月 のメインテナンス時に

下顎左側大田歯の動揺の増加と歯肉退縮の進行を

認めた。

<考察>

普段から将来起こりうる問題を予想し、未然に防

ぐ対策を考えてお<こ との必要性を感じた。

[特別講演]

介護保険制度における歯科衛生士の役割

○梨本光枝 (新潟短大)

2000年 4月 から介護保険が一斉に導入された。

この介護保険の大きな柱は、誰もがいっでも

住み慣れた地域で生き生きとその人らしく暮

らしてゆくことを前提にした支援体制を確立

していく事である。その理念としたものは利

用者の自立支援と、利用者の選択と自己決定

であると言われている。要介護予防という視

点から地域価値に光を当て、豊かな生活文化

を育てることこそが、コミユニティヶアのめ

ざすところでもある。より良い生活を維持す

るための一番の基本は食ということでぁる。

飽食の時代の中で栄養摂取の面だけでなく、

食べる楽しみをいかに維持発展させてゅくか

ということである。今後ますます健康への関

心やより良い生活の質への欲求の高まりなど

多様化、高度化するニーズに的確に対応する

ことが求められる。こうした中で、口腔ケア

に対する認識が高まってぃる。セルフコント

ロールが出来るように指導助言する必要性と

共に歯科衛生士の果たす役割に期待していき

たい。そして信頼に足る社会資源の一つとし

て自らの仕事に自信と自覚を持って地域の中

で支える事を学びとしたぃ。
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畜雇:√誓撃層憲『『

会」は平成 13年 2月 中旬 (木曜日)に

多数の演題の申し込みをお待ちしてぉります。
― ― 一 ― ― ― ―

__二 _



特 」冒J講 ,寅 σD,寅者 変 :更 σDお 矢口 ら せ

今回の特別講演の演者になっておりました新潟短期大学の梨本光枝先

生は、先日、骨折され、手術を受けられました。

このため、同じく新潟短期大学の南雲立枝先生に同演題で特別講演を

していただけることになりました。

プログラムの差し替えをよろしくお願い致します。
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[開会の辞]

<17:30～ 17:42>
1.歯科診療時における微生物汚染に関する研究

―歯の切削時の飛沫発生について一
新潟短期大学 ○片野 志保、

新潟歯学部・ 保存 :  江面  晃

<17:42～ 17:54讐
P_Bの 曜雹気泳動による検出

2.唾液・ 高プロリンタンパク燿
新潟短期大学 ○渡辺 祥代、

<17:54～ 18:06皐
と組織構光豊について3。 ヒ ト大日歯の癒合歯根の形鬼

座長 小山 由美子 先生

夏野 徹也

伊勢村 知子

新潟短期大学 ○高橋 正志
新潟歯学部・日外‖  森  和久、又賀  泉
新潟歯学部・口解 :  小林  寛

6～ 18:18>
座長 片野 志保 先生

卜治療における歯科衛生士の役割
新潟歯学部附属病院 0歯科衛生科 ○高山 夕見子、八子 祥子

土田 江見子、菅家 真澄
松岡 恵理子、池田 裕子

5。 長島βttι

鼻層l塁嘉言書菖護夕醤曇各生科 ○日杵 野衣、山崎 明子

新潟歯学部 0歯周  涯護 穆墾、長谷り|1 明

[特別講集f:30～
19:Oo>

介護保険制度における歯科衛生士の役割
新潟短期大学

[閉会の辞]

座長 石川 富士郎 先生
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介護保険制度における歯科衛生士の役割

南雲立枝

I 介護保険制度の概要
給付の公正さを担保する仕組み
① 客観的な要介護度の判定方式の導入

② 保険者 (財源の管理者)から独立した中立的な「介護認定審査会」における
専門家の合議制の導入

③ 要介護度の定期的な見直しによる介護サービス必要量の実状に合わせた修正

介護支援専門員

自立支援

Ⅱ 歯科衛生士の役割

早期指導の鍵は「口腔ケア」
・ うがい

・歯磨き

0義歯清掃

Ⅲ その他


